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2.  作品審査  
1）  研究目的の先駆性と独創性  


























4）  考察と今後の発展性  





   今後、「同化」を起点とした衣服デザインの可能性が期待できる。  
    
 
 
3.  審査結果  
   以上を踏まえて、本作品は博士（美術）の学位を申請するのに十分な内容であるものと認めら  
れる。   
 
 
（総合審査結果の要旨） 
同化と異化を無意識に操作し自己と他者の間を生きながらえていく現代人の心の問題を、作者はファッシ
ョンデザインという欲望の道具に見出し、博士の研究はスタートする。 
 さらに日本人という、逃れられない自己のアイデンティティにも研究の対象を拡げ、「自分を取り巻く環境
や空間、事象、人は自らの思想と絡み合い、衣服に反映される。それは意識的ではなく、無意識のうちに行
われる。衣服はそれ単体で存在するのではなく、周りのさまざまなものに溶け込み、同化し、その境をあい
まいにしながら存在する」という独自の視点から研究は進行していった。 
 新宿歌舞伎町にて地方出身者の少女のインタビューから心のうちをのぞく社会学的なリサーチや、都市の
風景、自然の風景の中に衣服を同化させるさまざまなデザイン試行を幾度も実行したアート的なプロセスも
その後の作品に生かされ研究の厚みにつながった。 
 最終的に発表された研究作品「アナザトーキョーシナリーⅡ」は、「田舎から都会に出てきたひとりの女性
が、都会と同化していく様」を衣服というひとつの情報を使って表現した作品で、その完成度は高く、和洋
などの様式美を超えた魅力ある作品に仕上がった。特にモノのデザイン思考と空間的デザイン思考の境とも
いえる立ち位置からの造形表現に新しいファッションデザインの可能性が見て取れた。  
 また、「衣服と環境の同化」と題された論文も、ジェンダー、ブランド、エシカル、テクノロジー等の軸か
ら同化の有り様が語られ、その視点は他に見られない独自性があり、アート表現の研究としてはとても興味
深い中身と評価された。ただ論文の全体的な完成度はパーフェクトとは言えず、「それぞれの同化についての
分析や論説をさらに深めたい」との声があった事も付け加えておく。しかしながら作品の完成度及びレベル
は申し分なく、全体の研究内容は新規性に富んだ博士学位に相応しいものと認められた。  
 
 
